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渇､デプご旗《土士也球環境ブごカミ

1月18日に行われた福田首相の施政方針演説に関して、あるマスメディアは『旗は環境』

『外交勝負』の見出しを掲げ、首相が『演説中で「環境」という言葉を21回使った』など

と冷やかしながらも『サミットに向け、政権運営の軸に環境の旗を打ち立てた』と報じて

いる。そこで久しぶりに施政方針演説なるものの全文に目を通してみた。その中から環境

問題に触れた部分の感想を述べてみたい。

演説はまず基本方針の五つの課題を掲げ、その五番目に『地球温暖化対策と経済成長を

同時に実現する低炭素社会への転換』を取り上げている。その具体策としては①今年度中

に京都議定書の目標達成計画を改定する②洞爺湖サミットですべての主要排出国が参加

する新たな枠組み作りを主導する③途上国の温室効果ガス削減への支援や気候変動に伴

う環境被害への対策として「資金メカニズム」を構築する④中長期課題として革新的な

技術開発をめざす「環境エネルギー技術革新計画」を策定する⑤自治体と連携して「環

境モデル都市」をつくる というものであった。

ところで時の首相が通常国会の冒頭の施政方針演説の柱のひとつに環境問題を真正面に

据えて取り上げ、当面する電要課題を整理して対策を明確にした点は評価に値すると思わ

れる。少なくとも先行する安部政権や小泉政権にひきくらべて『よりまし』と言うことが

できよう。だがしかし、京都議定書(COP3)が採択されてすでに10年を経過している

事実、さらには地球温暖化防止条約が国連環境会議（地球サミット）の場で署名されてか

ら15年を経ていることに思いを致すとき、この遅れは何によるものなのか、その責任はど

こにあるのか、といった背景についての経過説明が無いことに不満が残る。なぜならばこ

の間、自民党は一貫して政権党でありつづけたのだから。

酷暑の夏、酷寒の冬を体験して誰しも思うことは『地球は病んでいる』ということだろ

う。樹に鳴く烏、花に戯れる蝶の姿が見られなくなったことから農薬の害に気付き、自然

破壊がさまざまな災害をもたらすことを明らかにしたアメリカの科学者レイチェル・カー

ソンはその著書『沈黙の春」の扉に「未来を見る目を失い、現実に先んずるすべを忘れた

人間。そのゆきつく先は、自然の破壊だ｡｣というシュヴァイツァーの言葉を記している。

肝に銘じたい言葉である。 （井之川平等）
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